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概要

私たちの研究グループは，深海から Paracalliactis属に含まれ
るイソギンチャクの未記載種種を発見した（図１）．このイソ
ギンチャクは，深海にてヤドカリが使っている貝殻の上で暮ら
しており，ヤドカリの「宿」となる構造物を作る．さらには，
自然下ではアカモントゲヤドカリが使っている貝殻の上からし
か発見されておらず，特定のヤドカリととても強い共生関係を
築いている．私たちはこのイソギンチャクを，新種として発表
した．本稿では，新たに発見されたイソギンチャクの特徴や，
ヤドカリとの共生関係，その名前の由来などについて紹介する．

ヤドカリの「宿」を作る Paracalliactis属の新種

イソギンチャクのヤドカリの「宿」を作る能力については，
そのメカニズムや，進化の過程が注目されている（例えば，
Yoshikawa et al., 2019）．近年，日本近海の深海からも，ジンゴ
ロウヤドカリの「宿」を作るイソギンチャク Stylobates calcifer
が発見されており，当該イソギンチャクの種多様性が明らかに
され始めている（Yoshikawa et al., 2022）．このようなイソギン
チャク類の種相がさらに明らかになることで，種間での生態的
な特徴などを比較できるようになり，ヤドカリの「宿」を作る
能力の進化的背景の理解が深まるものと期待できる．
これまで，アカモントゲヤドカリが使う貝殻の上からも，同
様の能力を持つイソギンチャクが見つかっていた．このヤドカ
リの種が使う貝殻には，高い確率で薄い桃色のイソギンチャク
が付着しており，このイソギンチャクがヤドカリの「宿」を補
強したり，増築したりしている．しかしながら，このイソギン
チャクについては分類学的な精査は行われておらず，これまで
不明種として扱われてきた．
そこで私たちは，イソギンチャクの分類学を専門家である福

山大学の泉博士と，千葉中央博物館の柳博士らと共にこのイソ
ギンチャクの形態及び DNAを解析した．その結果，本種がク
ビカザリイソギンチャク科の中の Paracalliactis属というグル
ープに属することが明らかになった．Paracalliactis属には８
種の有効種と，分類学的な位置が不明確な２種，合計10種が含
まれていることが知られており，全てヤドカリの貝殻の上から
見つかっている．そして，いずれの種も宿主となるヤドカリの
貝殻を補強，もしくは構造を延長させるようにしてヤドカリの
「宿」を作り出している．
引き続く分析により，今回見つかったイソギンチャクの形態

は既知種のいずれとも一致しないことが判明した．これを受け
て私たちは，これを Paracalliactis属の新種として発表した
（Yoshikawa et al., 2025）．また Paracalliactis属は今まで日本か
らの公式な記録がなかったため，今回の報告は日本近海におけ
る Paracalliactis属の初めての記録になった．本種と他の
Paracalliactis属の種との形態の比較については，ぜひ論文を
読んでいただきたい．ただ，ここでひとつ，本種の外見のわか
りやすい特徴として，体壁や触手が“薄い桃色”をしていると
ころを挙げておきたい．

「宿」を作る能力の進化的原動力

ヤドカリの「宿」を作るという特殊な能力は，どのような両
者の利害関係で進化してきたのだろうか？これを知るためにも
私たちは，新たに見つかったイソギンチャクと，宿主であるア
カモントゲオキヤドカリが受けているメリットをそれぞれ調査
した．
まずはヤドカリのメリットである．イソギンチャクにより作

り出された「宿」が，巻貝の貝殻として十分に機能しているな
らば（メリットを受けているのならば），アカモントゲオキヤ
ドカリは同属である Oncopagurus属の他種よりも大型の種に
なっていると予想した．これを明らかにするために，国内外の
博物館に所蔵されている宿主ヤドカリの標本の計測や，各種の
記載論文に記録された体のサイズのデータを駆使することによ
り各種の体のサイズを比較した．その結果，アカモントゲオキ
ヤドカリは，深海にて，同属の他の種よりも大きな体を獲得し
ている傾向があることが明らかなった．特に，日本近海からも
発見されている Oncopagurus indicusとの比較では，アカモン
トゲオキヤドカリの体のサイズは，雌雄ともに有意に大きくな
っていることが判明した．すなわち，アカモントゲオキヤドカ
リは，イソギンチャクにより作り出された「宿」により，安定
した生活スペースが享受されることにより，大きく成長するこ
とができるというメリットを受けているといえる．
続いて，イソギンチャクのメリットである．私たちはイソギ

ンチャクの共生のメリットとして，ヤドカリと暮らすことでエ
サを得る機会が増加しているのではないかと考えた．両者が何
を食べているのかを明らかにするために，炭素窒素同位体分析
により，当該イソギンチャクとアカモントゲオキヤドカリの食
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図1　 アカモントゲオキヤドカリと共生しているツキソメイソギンチャク．
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性を分析した．その結果，当該イソギンチャクは，海水中に漂
う有機物に加えて，宿主のヤドカリの糞などを食べている可能
性があると推定された．つまり，ヤドカリと共に暮らしている
ことで，安定的にエサを得ることができていると予想できる．
これらの結果から，この両者の関係はお互いにメリットがあ
る相利共生関係であると考えられた．お互いが自身のメリット
が最大になるように選択が働いた結果，イソギンチャクにおけ
るヤドカリの「宿」を作り出す能力や，種得意的な共生スタイ
ルが共進化的に獲得されてきたのではないかと，私たちは予想
している．

「宿」を作るために貝殻の入り口を向く？

イソギンチャクは，基本的に「放射相称」という体の構造を
持っている．これは，前後左右を区別することができない体の
構造である．巻貝のような非対称な形を作るためには，その入
り口を前方に向けて伸ばしていくという特定の方向への新たな
構造物の創出が必要になる．しかし，イソギンチャクが特定の
方向に向かって動くことができるのかが不明であった．そこで
私たちは，国立科学博物館が所有しているマイクロ CTスキャ
ナにより３次元的にイソギンチャクの付着位置を分析した．そ
の結果，当該イソギンチャクは，体幹のなかに２列に並んだ
「管溝」という器官のいずれか片方を，軸となる巻貝の貝殻の
入り口に向けて付着し，かつ口が巻貝の入り口付近に来るよう
に付着する傾向があることが判明した（図２）．すなわち，当
該イソギンチャクは，特定の方向に向けて動いていると予想で
きる．
当該イソギンチャクは，深海の底引網漁で頻繁に混獲されて
いる．深海に暮らす生物のなかでは，比較的簡単に採集できる
種である．そのため今後本種は，単純な体構造や神経をもつ動
物がどのようにして自己の体勢や空間を認識しているのかを理
解する上で良い研究材料になるかもしれない．

名前の由来は「愛する気持ち」

今回新たに見つかった Paracalliactis属のイソギンチャクは，

アカモントゲヤドカリが使う貝殻以外の場所からは見つかって
いない．また，アカモントゲオキヤドカリも，このイソギンチ
ャク以外の種と一緒に暮らしているところは見つかっていない．
したがって両者は，とても強い共生関係を持っているといえる．
そこで私たちは，このイソギンチャクの名前を，その外見の特
徴である「淡い桃色」と，このような種得意的な共生スタイル
をよく表したものにしようと考えた．
万葉集の第12巻に「桃花褐の浅らの衣浅らかに思ひて妹に逢

はむものかも」という和歌が収録されている．この和歌は「桃
花褐に浅く染めた衣のように，心を浅く思って妻に逢うことが，
どうしてあろう」と歌っており，「相手への強い気持ち」を強
調するために淡い桃色を示す「桃花褐（つきそめ）」という言
葉が使われている（中西進 1981）．今回見つかったイソギンチ
ャクは，その桃色の“薄さ”に反してヤドカリと強い共生関係
を結んでいると言える．そのため私たちは，これをツキソメイ
ソギンチャク Paracalliactis tsukisomeと命名した．これに伴い
Paracalliactis属もツキソメイソギンチャク属と呼ぶことにし
た（Yoshikawa et al., 2025）．
今後，ツキソメイソギンチャクは，水族館や博物館で展示さ

れることがあるかもしれない．その時には，ぜひ少し気になって
いる人や，大切な人と一緒にこの種の展示をご覧になって，ヤ
ドカリとイソギンチャクのような固い絆になっていただければと
思う．「私／僕のアカモントゲオキヤドカリになってください
（ツキソメイソギンチャクでも可）」という告白フレーズが広まる
ことを願っている．
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中西進 1981．万葉集　全訳注原文付（三）講談社文庫．
図２　 ツキソメイソギンチャクの付着位置の分析．（A）マイクロ CTスキャ

ナによりスキャンされたイソギンチャクと巻貝．（B）イソギンチャク
の管溝の位置と，軸となる巻貝の貝殻の位置関係．


